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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

本研究では、チューリングの反応拡散原理を用いて、生物のパターン形成原理を明らかにすることを

目的とし、2次元の皮膚模様と3次元の骨の形態形成を対象とした。 

皮膚模様形成に関しては、実験結果をもとに、空間相互作用を特定のシグナル伝達機構ではなく、距

離と相互作用の強さのみで表現する「カーネル-チューリングモデル」を構築し、目標を達成したとい

える。 

一方、骨のパターン形成においては、中間評価時に当初の仮説を修正したことにより研究進捗が遅れ

たが、斬新で独自性の高いモデルによってパターン形成を再現することに成功した。CREST終了時点と

しては、達成度はやや不足していると感じられるが、仮説、実験観察、理論構築、実験検証のサイクル

を進め、新たな理論に辿り着いた力量と、実験と観察に学ぶという広汎で緻密な視点と姿勢を高く評価

する。 

また、研究の遂行に必要となる技術開発を行った小椋グループでは、細胞内への直接物体導入法の開

発、関連してミトコンドリア移植法の試行、マシュマロゲルを用いた３D組織作製技術を確立した。こ

れらの技術は、他分野への応用性が高く、特許化も行われており、評価される。 

当初の計画からの遅れもあり、外部発表等の数がやや不足しているが、データは蓄積された状態であ

り、今後の論文化を期待する。また、骨の形態形成理論の完成には相応の時間を要するが、その理解が

深まれば、医療等の多様な分野への応用が期待される。 
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